
（別紙３）

～ 令和6年10月31日

（対象者数） 35 （回答者数） 15

～ 令和6年10月31日

（対象者数） 5 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
面談の内容を支援者たちで共有し，だれでも面談を行えるよ
うにする。利用者に確認をとり，利用者本人から伝えにく内

容を保護者に伝えることをしている。

2 活動内容の多角化を図る

3 飽きがこないように，いろいろな目標を設定する

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 利用時間の間に、外で身体を動かす時間を作る

2
事業所内でもご家族と参加できるイベント行事や外出活動を

検討していきます。

3 ・事務所を個別対応できるように部屋を改造していく

地域交流 年齢が高いこともあり，地域交流を楽しむことが難しい，	

活動内容の多角化を図る

・家族が参加できる研修などができないため、情報を収集して
提案していきたい

・どのスタッフも支援の内容など出来たことを伝え、良い方法
を提案していけるようにしていきたい

ゲーミングチPCがある
ゲーミングPCを使い，利用者同士たちで協力し合いながら，

目標を達成し，いっしょに同じ達成感を得る

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

運動スペースがない 開所時間のこともあり，運動する時間がない，

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

将来を考えるため資源を提供をする
利用者面談を行い，これから事業所でどのように過ごすか，中
学校卒業してからの話をすることで一緒に方向性を考える。

同年代の児童たちと幅広くコミュニケーションが取れる
年齢が高いが児童が多く，行う活動が大人と変わらないレベル
で行うことができ，部活動を経験していない利用者も部活動ん

ような達成感をえることができる。

○従業者評価実施期間 令和6年10月1日
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